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＜協議会の成立＞
意見書提出委員：２９名
　 濱田委員、福岡委員、森山(一)委員、山田委員、木野委員、上野委員、細川委員、久保委員、森山(知)委員、中西委員、石田(佳)委員、望月委員、石田(行)委員、
小畑委員、南委員、岡村委員、三木委員、原田委員、倉橋委員、福井委員、
榎谷委員、峯森委員、野倉委員、栗山委員、柚木委員、松浦委員、古川委員、
内藤委員、川隅委員
　
令和３年２月３日に発出した書面開催については、委員定数２９名のうち、全員から意見書の提出があり、本協議会は成立しましたので、以下のとおり、審議結果をお知らせします。

＜審議事項の議決結果＞
	議題
	内容
	結果

	議題4
	三島二次医療圏における各病院の今後の方向性
　・茨木みどりケ丘病院
	承認する

	議題5
	地域医療支援病院
	承認する



＜議題に対する意見＞
■議題１　令和２年度地域医療構想の進捗状況　【資料１】
（主な意見） 
○特になし

■議題２　令和２年度基準病床数の見直しの検討について　【資料２】
（主な意見） 
○特になし

■議題３　三島二次医療圏における地域医療構想の進捗状況　【資料３】
（主な意見） 
○2030年をピークに医療需要、特に回復期が増加する見込みに対し、本圏域は、府全体の動向と比較してはるかに順調に進捗しており評価できる。

■議題４　三島二次医療圏における各病院の今後の方向性　【資料４・５】
（主な意見） 
○特になし
■議題５　地域医療支援病院について　【資料10】
（主な意見） 
○特になし

■議題６　地域医療への協力に関する意向書の提出状況　【資料６・７】
（主な質問） 
○診療所新規開設者からの意向書提出が半分を下回っているがこれは、府全体と比較してどうか。　
（大阪府の回答）
○現在、各二次医療圏の状況をとりまとめているところであり、適宜、情報提供に努めたい。
（茨木保健所の回答）
〇新規開設者に対し意向書の提出を頂けるよう働きかけていきたい。

■議題７　第7次医療計画における取組状況の評価について　【資料８】
（主な意見） 
○特になし

■議題８　地域医療介護総合確保基金事業について　【資料９】
（主な意見） 
○特になし

■議題９　新型コロナウイルス感染症を踏まえた今後の医療提供体制について
（主な意見） 
○医療資源は、地域により差異があるが二次医療圏を基本とし医療提供体制を構築されたい。
○歯科医療提供体制の確保と維持に関係団体と連携し対応したい。
○予防接種体制や感染症医療の提供を各医療機関でどう役割分担するべきなのか、平常時からの備えも含め協議を深めていただきたい。
○医療計画の記載事項に「新興感染症等の感染拡大時における医療」を追加し取組を行うことでよいと考える。
■議題10　三島医療・病床懇話会結果の概要　【資料11】
（主な意見） 
○特になし

■議題11　各懇話会の報告　【資料12･13】
（主な意見） 
○特になし
